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第五次総合計画では、「ひとが元気 まちが元気 やまが元気」な「箕面のあした」をみん

なでつくっていくことをめざしています。この将来都市像を実現するためには、箕面の魅

力アップを図ることにより、若い世代の流入と住民の定着を促し、さらに地域資源の増加

へとつなげていく好循環（スパイラルアップ）を生み出すことが必要です。 
ここでは、第五次総合計画を推進することによって、めざすべき将来都市像に向かって

活き活きとした発展を遂げていくこれから１０年間の箕面の姿を描くとともに、その先に

ある未来の箕面へ向けた歩みを映し出していきます。 
 
◆箕面の魅力アップ 

箕面が「住んでみたいまち」「住みつづ

けたいまち」であるために、子どもたちか

ら若者世代、子育て世代や働く世代、高齢

者などすべての世代の地域住民にとって

魅力あるまちをつくります。 
多くの人々にとって、箕面の大きな魅力

は、北部に連なるあざやかな山なみ景観や

まちなかの樹木や田園といったみどりの

豊かさにあります。このような優れた環境

は、箕面だけでなく市域を超えた大阪のみ

どりとして、ますます貴重な財産となって

います。この豊かなみどりを守り育てるた

め、多くの市民・団体が行政やみどりの所

有者と協働して活発に活動し、みどりがあ

ふれる住宅都市として魅力をさらに高め

ていきます。 
また、箕面の次世代を担う子どもたちや

若者世代を育むため、保育所の待機児童を

解消するとともに、地域住民どうしでの子

育て支援を活性化します。学校やコミュニ

ティセンターなどの様々な公共施設が「子

育ての場」として提供され、子育てサーク

ルなどの市民活動団体による多彩なイベ

ントが開催されます。学校や様々な団体、

地域が連携することで、親子と高齢者など

世代間の交流も進み、子どもたちが健やか

に成長でき、子どもたちの笑顔と歓声にあ

ふれる子育てしやすく教育環境の整った

都市となります。 
さらには、地域住民の暮らしやすさや働

きやすさをいっそう向上させ、都市骨格の

背骨となる鉄軌道「北大阪急行線の延伸」

が実現します。これは大阪の大動脈である

地下鉄御堂筋線と直結することで、かやの

中央地区（箕面新都心）や船場地区から大

阪都心部まで乗り換えなしのアクセスが

可能となり、利便性が大きく向上します。

また、鉄道の延伸によりバスと鉄道の結節

点を市内に移し、東西のバス路線網を大幅

に充実させることで、自動車に依存しない

公共交通機関が便利な都市が実現します。 
このように、今後１０年の間に、豊かな

みどりを守り育てるとともに、より子育て

がしやすく、そして交通機関が便利になっ

ていくことで、箕面の魅力アップが進んで

いきます。 
 
◆若い世代の流入と住民の定着 

箕面の魅力アップが実現すると、若い世

代の流入と住民の定着が進みます。 
鉄道の延伸により、みどり豊かな環境を

備えた良好な住宅都市としての価値がさ

らに高まっていくとともに、バス路線網の

充実と併せて市内外への通勤・通学・買い

物などの利便性が向上することで、働く世
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代も暮らしやすい都市として、若い世代を

中心に人々の流入を促します。 
さらに、公共交通機関の利便性が向上す

ることで、定住人口を増加させるだけでな

く、市外からより多くの買い物客や観光客

を呼び込むことにより、商業・観光施設が

充実し、若い世代のみにとどまらず様々な

人々の間で交流が生まれる活力あるにぎ

やかな都市へと発展していきます。 
鉄道の延伸は、バスと電車の乗り換えの

充実やバリアフリー化により、高齢者や障

害者をはじめとするすべての市民の移動

しやすさを向上させます。また、自動車に

よる道路混雑を緩和することにより、CO２
の削減を可能とします。このように、人と

環境にやさしい都市をつくっていくこと

で、住民の安心な暮らしを支えていきます。 
また、市内には多くの留学生や外国人が

暮らしています。言葉の壁の解消や相談支

援活動などを進めることにより、新たなビ

ジネスや研究に携わる諸外国の人々との

交流が生まれ、魅力ある多文化共生の都市

としてさらなる国際化が進展します。 
こうしたまちづくりを進めることによ

り、若い世代をはじめとして人々の流入が

促され、まちに定着していくことで、箕面

の地域資源の増加へとつながっていきま

す。 
 
◆地域資源の増加 

箕面の魅力アップが実現し、若い世代の

流入と住民の定着が進むことで、まちが大

きく発展していくとともに、「ひと・もの・

かね・情報・ノウハウ」といった地域資源

が増加していきます。 
このように新たに生まれてくる地域資

源とこれまで箕面が培ってきた豊かな地

域資源を組み合わせ、活用していくことに

より、めざすべき「箕面のあした」の実現

に近づいていきます。 
これから新たに生まれる地域資源とし

て、箕面森町（水と緑の健康都市）や彩都

（国際文化公園都市）において新たな住民

の流入と定着が進むとともに、箕面の最大

の観光資源である箕面大滝と滝道の魅力

をさらに高めるための箕面駅周辺の整備

や、地域商業の再生とにぎわいの創出を図

るための桜井駅前の整備により、まちの姿
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は大きく変わっていきます。 
また、これから１０年の間に、まちを支

える新たな交通体系として北大阪急行線

の延伸や新名神高速道路の開通が実現し、

まちの整備との相乗効果によって箕面の

まち全体の価値を底上げしていくことで、

地域資源を守り育て、さらに生み出してい

く都市となっていきます。 
 
◆地域資源を活かした新たな都市の姿 

新たな地域資源の中でも、特に鉄道の延

伸は、都心部へのアクセスを始めとする利

便性の向上やみどり豊かな住宅都市とし

ての箕面の価値を高めることももちろん、

延伸に伴って新駅が設置されるかやの中

央地区や船場地区の姿を一変させていく

ものとなります。 
かやの中央地区については、大規模商業

施設を拠点として整備が行き届きつつあ

り、商業地・住宅地としてだけでなく、北

部に連なる山なみと東西に広がる田園風

景に包まれた豊かさをはじめとして、都心

部にない価値を持っています。鉄道の延伸

は、人々の交流や商業の活性化を通じてそ

の価値をさらに高め、みどりに包まれた商

業・生活圏を持つ希少価値のある都市とな

っていきます。 
そして、まち開きから４０年以上を経過

し、まちの更新期を迎えつつある船場地区

は、これまで展開してきた繊維卸商の流通

拠点としてのまちから転換し、箕面を大き

く発展させる可能性を秘めています。鉄道

の延伸により、大阪都心部の民間企業との

関わりを深め、大阪北部随一のビジネス圏

を創っていくとともに、近隣に集積してい

る大学や研究機関へのアクセスが向上す

ることで最先端の知的資源を活用するこ

とが可能となり、産・官・学の連携による

大学発ベンチャー企業を生み出すなど、

「地の利」と「知の利」を活かして新産業

を創り出す都市へと生まれ変わっていき

ます。 
このように、これまで培ってきた地域資

源を活用するとともに、新たに生まれる地
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域資源と組み合わせ、さらに次の世代へと

つながる地域資源を創出していく好循環

（スパイラルアップ）を生み出すことによ

り、暮らし・経済・環境のバランスのとれ

た発展が進み、めざすべき「ひとが元気 ま

ちが元気 やまが元気」な「箕面のあした」

へと向かっていくことになります。 
 
◆めざすべき「箕面のあした」に向けて 

「箕面の魅力アップ」から「若い世代の

流入と住民の定着」、そして「地域資源の

増加」へという好循環（スパイラルアップ）

を生み出し、めざすべき「箕面のあした」

を実現するためには、自助・共助・公助の

考え方を基本として、行政はもとより、市

民、市民活動団体、事業者などすべての主

体がまちづくりの担い手として参加・参画

する「協働によるまちづくり」を進めてい

くことが重要です。 
また、行政は、厳しい財政状況から脱す

るため、不断の行財政改革を着実に進める

一方で、未来の箕面の姿を市民や市民活動

団体、事業者などと共有し、そのために必

要な施策を迅速かつ柔軟に展開します。 
第五次総合計画を推進することにより

実現していく１０年後の「箕面のあした」

と、その先にある“夢と希望にあふれた未

来の箕面”をめざして、２１世紀型の持続

可能な都市をみんなでつくっていくこと

が求められています。 
 
◆夢と希望にあふれた未来の箕面へ 

経済環境がいっそう厳しくなり、社会情

勢が激しく変化していく中、みんなで“夢

と希望にあふれた未来の箕面”を紡いでい

くことは、これまで築いてきたまちの豊か

さをより高め、次の世代へとそれを引き継

いでいくための大切な営みです。 
箕面には、夢と希望を実現するための環

境や地域資源、人々や組織の活力があふれ

ています。 
第五次総合計画は、それら一つ一つの輝

きと、めざすべき「箕面のあした」へ、そ

して“夢と希望にあふれた未来の箕面”へ

と向かうための道筋を描いています。 
 

 


